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研究成果の概要（和文）：臨床指導医及び初期研修医がどのような経過をたどり”指導医”としてされて成長し
ていくのかを明らかにする質的研究を実施した。研修医は模倣欲求が生じる際に、対象者（指導医）への「憧
れ」を基盤としてモデリングが生じていた。指導医からは、研修医時代に指導をうけた指導医が、その後指導す
る際のロールモデルとして機能していた。また指導を受けた経験に加えて、その後指導医としての経験を元に再
構築されていた。両者からはモデリング現象が指導医としての形成過程に重要な役割を果たしていることを示し
ていた。

研究成果の概要（英文）：We conducted a qualitative study to explore what kind of course the clinical
 supervisors and the initial training doctors trace as "supervisors". Modeling was occurring based 
on longing for the supervising doctor as a trainee. From the supervising doctor, the supervisors who
 were instructed in the age of residents was functioning as a role model for guidance afterwards. In
 addition to being taught experienced, he was later reconstructed based on experience as a 
supervisor. It was suggested from both results that the modeling phenomenon plays an important role 
in the formation process as a supervisor.

研究分野：医学教育
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１．研究開始当初の背景 
欧米では、臨床医学教育において臨床指導医
の重要性が早くから認識され、1 世紀を超え
て優れた指導医の特徴について深く研究さ
れいる(Sutkin et al. Acad Med, 2008)。その
研究結果を元に指導医評価表等が開発され、
且つその信頼性まで検証されたものが、現場
で広く活用され、指導医の教育力改善に貢献
している(Glick, 2002)。優れた臨床指導医は、
学習者の学びを促進し、結果学習者による患
者ケアの向上が期待される（Buchel et al. 
Fam Med, 2005）。しかしながら、日本を含
めたアジアでは優れた臨床指導医の特徴に
関する研究報告が無く、申請者が初めて質的
手法を用いて明らかにした（Kikukawa et al. 
BMC Med, 2013）。さらに、申請者は、全国
12 研修病院の初期研修医 416 名を対象とし
て優れた臨床指導医の特徴についてアンケ
ート調査した。その結果、欧米から報告のあ
る優れた臨床指導医の特徴と日本とに違い
があることを明らかにした。（第 42回日本医
学教育学会 International Session, Award 
for Academic Excellence受賞）このことは同
時に欧米で開発された評価表を日本語訳し
ただけでは、その妥当性が保たれないことを
実証的に示したことを意味する。更に研究結
果を元に Delphi 法を用いて日本のセッティ
ングにおける妥当性の高い臨床指導医評価
表を開発した（Kikukawa et al. BMC Med, 
2014）。この成果も日本を含めたアジア初の
知見である。 
このように、申請者の臨床指導医研究を含め
世界中で優れた臨床指導医の特徴について
は研究が進んでいるが、“優れた”臨床指導医
がどのように形成されるのかについてはま
だ世界的にも不明な点が多い。 
 
２．研究の目的 
臨床指導医及び初期研修医がどのような経
過をたどり”指導医”として成長していくのか
を明らかにすること。これにより効果的な日
本の臨床指導医養成システムに大きく貢献
できると考えた。 
 
３．研究の方法 質的方法、主にインタビュ
ー調査を実施した。下記２つの調査解析方法 
は Thematic analysisの手法を用いた。イン
タビューを録音し、個人情報は消去し逐語録
にした。逐語録を研究代表者が読み、意味を
抽出し、カテゴリーに分類した。 
 
(1) 文書にて同意承諾の得られた初期研修 
医 6 名に対し、自身が手本となる指導医
とその影響について、インタビューを実施
した。年齢： 平均２８歳（２６―３３歳）
ローテート経験科数： 平均５科（３－１
０科） 研修期間： 平均１４か月（１１
－２４か月）性別： 男性５名 女性１名 
インタビュー時間は平均３０分であった。 
 

(2)文書にて同意承諾の得られた臨床指導医
６名を対象に、指導医観がどのように形成さ
てきたか、指導医としての行動の原点はどこ
からきているかについてインタビュー調査
を行った。平均臨床経験２５年（２１年～２
９年）、男性５名、女性１名、インタビュー
時間は平均４０分であった。 

 
４．研究成果 
(1)研修医インタビュー 
以下の４つの因子【憧れ】【具現化され
た目標としての模倣欲求】【模倣内容】
【成功体験】が抽出された。 
【憧れ】は、現時点では、研修医にはで
きないことを、指導医ができているとい
う事実によって心が強く惹かれている
状態である。 
また【憧れ】は、直接模倣欲求に繋がっ
ていた。それは、目標という目指すもの
が目の前に具体的に存在するとういう
事実から、到達可能な目標という意味を
含めながら、真似をしたいうとう心理的
欲求になっていた。 
【模倣内容】とは真似をしたいと認識し
た内容である。指導医の行動、思考、姿
勢、存在、他者との関係性など多岐に及
んでいた。 
【成功体験】は、実際に模倣した結果、
臨床現場で成功体験に繋がった場合、模
倣欲求が強化、継続されていた。 

 
今回の知見では、模倣欲求が生じる際に、
対象者（指導医）への「憧れ」が存在し
ていた。この憧れはあくまで観察者自身
の認知行動である。観察者のそれまでの
認知がベースになっており、その認知を
通して観察された対象者がどう受け止
められた結果、模倣欲求に繋がったのか
はこれからの研究課題である。 
 

(2)指導医インタビュー 
現在の指導医としての価値観は、それま
で指導を受けた経験に加えて、その後指
導医としての経験を元に再構築されて
いた。また、研修医時代に指導をうけた
指導医は、その後指導する際のロールモ
デルとして機能していた。モデリング構
想は相反する主として２つの側面があ
り、ポジティブな側面（積極的に模倣を
したいと思う場合）と、ネガティブな側
面（模倣をしたくないと思う場合）があ
った。前者は、指導への真剣さ、自己効
力感、いつでも相談に乗ってもらえると
いう保証に大きく関連し、後者は、自分
や他職種への叱責と関連していた。指導
医になって初期の段階では、ロールモデ
ルとしている指導医の模倣を意識した
指導をする傾向があるが、指導経験を積
むにつれて、自分の価値や考えで指導を
してみたいう意識も生じていた。指導経



験により指導医としての自己概念の変
化も生じていた。今後、さらにインタビ
ューを重ねて指導医観の形成を明らか
にしていく必要がある。 
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